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(57)【要約】
【課題】
　顔の見た目印象への影響が大きい部位、顔の見た目印
象と相関関係が高い因子を抽出する方法、それを用いて
顔の見た目印象を鑑別する方法を提供すること。
【解決手段】
　互いに異なる複数の角度から顔を撮影した複数の顔画
像を解析し、角度依存的に変化する前記顔の物理的特徴
量を測定する、顔画像解析工程と、前記物理的特徴量の
中から、顔の見た目印象と相関関係の高い因子を抽出す
る、因子抽出工程と、を含むことを特徴とする、顔の見
た目印象の決定因子の抽出方法が提供される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに異なる複数の角度から評価対象の顔を撮影した複数の顔画像を評価者に提示し、
該評価者にそれぞれの前記顔画像から顔の見た目印象の評価をさせる目視評価工程と、
　前記顔画像を目視する前記評価者の視線データを解析し、それぞれの前記顔画像中にお
いて前記評価者が注視した領域の解析を行う視線解析工程と、を含むことを特徴とする、
観察角度毎の顔の見た目印象の決定部位の抽出方法。
【請求項２】
　前記顔の見た目印象が年齢印象であることを特徴とする、請求項１に記載の顔の見た目
印象の決定部位の抽出方法。
【請求項３】
　互いに異なる複数の角度から評価対象の顔を撮影した複数の顔画像を解析し、角度依存
的に変化する前記顔の物理的特徴量を測定する、物理的特徴量測定工程と、
　前記物理的特徴量の中から、顔の見た目印象と相関関係の高い因子を抽出する、因子抽
出工程と、を含むことを特徴とする、顔の見た目印象の決定因子の抽出方法。
【請求項４】
　前記物理的特徴量測定工程が、前記顔画像より輝度値のヒストグラムを算出するヒスト
グラム算出工程と、
　前記ヒストグラムより、歪度、尖度、最頻値の内の少なくとも１つに基づいた前記物理
的特徴量を算出するヒストグラム解析工程と、を有することを特徴とする、請求項３に記
載の顔の見た目印象の決定因子の抽出方法。
【請求項５】
　前記物理的特徴量測定工程が、前記顔画像に対してガボールフィルタの適用を行うフィ
ルタ処理工程と、
　ガボールフィルタの適用結果に含まれる波長及び／又は波の方向性より前記物理的特徴
量を算出するガボールフィルタ結果解析工程と、を有することを特徴とする、請求項３又
は請求項４に記載の顔の見た目印象の決定因子の抽出方法。
【請求項６】
　評価対象の顔の物理的特徴量を測定する物理的特徴量測定工程と、
　複数の角度から見た場合のそれぞれの顔の見た目印象と、前記物理的特徴量との相関関
係の解析を行い、前記物理的特徴量の中から、所定の角度から見た顔の見た目印象と相関
関係の高い因子を抽出する因子抽出工程と、を備えることを特徴とする、顔の見た目印象
の決定因子の抽出方法。
【請求項７】
　前記物理的特徴量測定工程が、前記顔の３次元モデルを生成する３次元モデル生成工程
と、
　前記３次元モデルの相同モデル化を行う相同モデル化工程と、
　前記相同モデルの主成分分析を行い、前記物理的特徴量を算出する主成分分析工程と、
を有することを特徴とする、請求項６に記載の顔の見た目印象の決定因子の抽出方法。
【請求項８】
　前記因子抽出工程における前記因子の抽出を、前記評価対象の年齢層毎に行うことを特
徴とする、請求項３から請求項７の何れかに記載の顔の見た目印象の決定因子の抽出方法
。
【請求項９】
　前記顔を目視評価して顔の見た目印象の目視評価値を得る、目視評価値取得工程を有し
、
　前記因子抽出工程が、前記物理的特徴量と前記目視評価値との相関関係を解析して前記
因子を抽出することを含むことを特徴とする、請求項３から請求項８の何れかに記載の顔
の見た目印象の決定因子の抽出方法。
【請求項１０】
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　皮膚に関する生理学的量を測定する、生理学的量測定工程を有し、
　前記因子抽出工程が、前記物理的特徴量と前記生理学的量との相関関係を解析して前記
因子を抽出することを含むことを特徴とする、請求項３から請求項９の何れかに記載の顔
の見た目印象の決定因子の抽出方法。
【請求項１１】
　前記生理学的量が前記顔の皮膚表面物性及び／又は内部物性であることを特徴とする、
請求項１０に記載の顔の見た目印象の決定因子の抽出方法。
【請求項１２】
　前記顔の見た目印象が年齢印象であることを特徴とする、請求項３から請求項１１の何
れかに記載の顔の見た目印象の決定因子の抽出方法。
【請求項１３】
　角度依存的に変化する顔の物理的特徴量と顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被
験者の顔画像から測定した物理的特徴量より該被験者の顔の見た目印象を鑑別することを
特徴とする、顔の見た目印象の鑑別方法。
【請求項１４】
　前記物理的特徴量が、前記顔画像中の輝度、彩度、色相、周波数特性の内の少なくとも
１つに関する量を含むことを特徴とする、請求項１３に記載の顔の見た目印象の鑑別方法
。
【請求項１５】
　前記被験者についての前記物理的特徴量を、互いに異なる角度から撮影した複数の顔画
像から測定することを特徴とする、請求項１３又は請求項１４に記載の顔の見た目印象の
鑑別方法。
【請求項１６】
　顔の物理的特徴量と、所定の角度から見た顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被
験者の顔及び／又は顔画像から測定した物理的特徴量より、該被験者の顔の見た目印象を
鑑別することを特徴とする、顔の見た目印象の鑑別方法。
【請求項１７】
　前記物理的特徴量が、前記顔の立体形状に関する値を含むことを特徴とする、請求項１
６に記載の顔の見た目印象の鑑別方法。
【請求項１８】
　前記顔の見た目印象の鑑別が、前記物理的特徴量と顔の見た目印象の目視評価値の相関
関係に基づいて、被験者についての前記物理的特徴量の測定値から被験者の顔の見た目印
象の目視評価値を算出することを含むことを特徴とする、請求項１３から請求項１７の何
れかに記載の顔の見た目印象の鑑別方法。
【請求項１９】
　前記顔の見た目印象の鑑別が、前記物理的特徴量と皮膚に関する生理学的量の相関関係
に基づいて、被験者についての前記物理的特徴量の測定値から被験者の前記生理学的量を
算出することを含むことを特徴とする、請求項１３から請求項１８の何れかに記載の顔の
見た目印象の鑑別方法。
【請求項２０】
　前記顔の見た目印象が年齢印象であることを特徴とする、請求項１３から請求項１９の
何れかに記載の顔の見た目印象の鑑別方法。
【請求項２１】
　前記相関関係が、前記被験者の年齢層毎に異なることを特徴とする、請求項１３から請
求項２０の何れかに記載の顔の見た目印象の鑑別方法。
【請求項２２】
　角度依存的に変化する顔の物理的特徴量と顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被
験者の顔の見た目印象を解析する、顔印象解析装置であって、
　顔画像を取得する顔画像取得手段と、
　前記顔画像より物理的特徴量を算出する物理的特徴量算出手段と、
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　前記相関関係を記憶する相関関係記憶手段と、
　前記相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的特徴量より該被験者の顔の見た
目印象を解析する見た目印象解析手段と、を備えることを特徴とする、顔印象解析装置。
【請求項２３】
　前記物理的特徴量が、前記顔画像中における輝度、彩度、色相、周波数特性の内の少な
くとも１つに関する量を含むことを特徴とする、請求項２２に記載の顔印象解析装置。
【請求項２４】
　前記顔画像取得手段が、少なくとも２つのカメラによって撮影された被験者の顔のステ
レオ画像より、被験者の顔の３次元モデルを生成する手段と、前記３次元モデルの回転、
あるいは前記３次元モデルを観測する視点の回転によって、前記顔画像を取得する角度を
変更する手段と、を有することを特徴とする、請求項２２又は請求項２３に記載の顔印象
解析装置。
【請求項２５】
　前記顔画像取得手段が、前記顔画像を取得する際に、前記３次元モデルへ照射する擬似
的な光源を設定する、擬似光源設定手段を有することを特徴とする、請求項２４に記載の
顔印象解析装置。
【請求項２６】
　顔の物理的特徴量と、所定の角度から見た顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被
験者の顔の見た目印象を解析する、顔印象解析装置であって、
　前記顔の物理的特徴量を算出する物理的特徴量算出手段と、
　前記相関関係を記憶する相関関係記憶手段と、
　前記相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的特徴量より該被験者の顔の見た
目印象を解析する見た目印象解析手段と、を備えることを特徴とする、顔印象解析装置。
【請求項２７】
　前記物理的特徴量が、前記顔の立体形状に関する値を含むことを特徴とする、請求項２
６に記載の顔印象解析装置。
【請求項２８】
　前記顔の印象が年齢印象であることを特徴とする、請求項２２から請求項２７の何れか
に記載の顔印象解析装置。
【請求項２９】
　前記相関関係が、前記被験者の年齢層毎に異なることを特徴とする、請求項２２から請
求項２８の何れかに記載の顔印象解析装置。
【請求項３０】
　前記相関関係記憶手段が、前記物理的特徴量と顔を目視評価して得られた顔の見た目印
象の目視評価値との相関関係を保持し、
　前記見た目印象解析手段が、前記物理的特徴量と前記顔の見た目印象の目視評価値との
相関関係に基づいて、被験者についての物理的特徴量より該被験者の見た目印象の目視評
価値を算出することを特徴とする、請求項２２から請求項２９の何れかに記載の顔印象解
析装置。
【請求項３１】
　前記相関関係記憶手段が、前記物理的特徴量と皮膚に関する生理学的量との相関関係を
保持し、
　前記見た目印象解析手段が、前記物理的特徴量と皮膚に関する生理学的量との相関関係
に基づいて、被験者についての物理的特徴量より該被験者の皮膚に関する生理学的量を算
出することを特徴とする、請求項２２から請求項３０の何れかに記載の顔印象解析装置。
【請求項３２】
　前記生理学的量が、被験者の顔の皮膚表面物性及び／又は内部物性であることを特徴と
する、請求項３１に記載の顔印象解析装置。
【請求項３３】
　角度依存的に変化する顔の物理的特徴量と顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被
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験者の顔の見た目印象を解析する、顔印象解析プログラムであって、
　コンピュータを、
　被験者についての前記物理的特徴量を抽出する手段と、
　前記相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的特徴量より該被験者の見た目印
象を鑑別する手段と、
　として機能させることを特徴とする、顔印象解析プログラム。
【請求項３４】
　顔の物理的特徴量と、所定の角度から見た顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被
験者の顔の見た目印象を解析する、顔印象解析プログラムであって、
　コンピュータを、
　被験者についての前記物理的特徴量を抽出する手段と、
　前記相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的特徴量より該被験者の見た目印
象を鑑別する手段と、
　として機能させることを特徴とする、顔印象解析プログラム。
【請求項３５】
　被験者の顔画像に基づいて該被験者の顔の見た目印象を解析する、顔画像取得手段と、
物理的特徴量抽出手段と、相関関係記憶手段と、見た目印象解析手段と、を備える顔印象
解析装置を用いた顔の見た目印象の解析方法であって、
　前記顔画像取得手段が、前記顔画像を取得するステップと、
　前記物理的特徴量抽出手段が、前記顔画像より前記顔の物理的特徴量を抽出するステッ
プと、
　前記見た目印象解析手段が、前記相関関係記憶手段が保持する角度依存的に変化する顔
の物理的特徴量と顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的
特徴量より該被験者の顔の見た目印象の解析を行うステップと、を備えることを特徴とす
る、顔の見た目印象の解析方法。
【請求項３６】
　被験者の顔画像に基づいて該被験者の顔の見た目印象を解析する、物理的特徴量抽出手
段と、相関関係記憶手段と、見た目印象解析手段と、を備える顔印象解析装置を用いた顔
の見た目印象の解析方法であって、
　前記物理的特徴量抽出手段が、前記顔の物理的特徴量を抽出するステップと、
　前記見た目印象解析手段が、前記相関関係記憶手段が保持する前記物理的特徴量と、所
定の角度から見た顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的
特徴量より該被験者の顔の見た目印象の解析を行うステップと、を備えることを特徴とす
る、顔の見た目印象の解析方法。
【請求項３７】
　顔の物理的特徴量を用いた顔の見た目印象の鑑別による化粧効果の鑑別方法であって、
　化粧前の顔の前記物理的特徴量を抽出する化粧前特徴量測定工程と、
　前記物理的特徴量と、所定の角度から見た顔の見た目の印象の目視評価値との相関関係
に基づいて、化粧前の目視評価値を算出する化粧前目視評価値算出工程と、
　化粧後の顔の前記物理的特徴量を抽出する化粧後特徴量測定工程と、
　前記相関関係に基づいて、化粧後の目視評価値を算出する化粧後目視評価値算出工程と
、
　前記化粧前の目視評価値と、前記化粧後の目視評価値と、を比較し、化粧効果を評価す
る化粧効果評価工程と、を備えることを特徴とする、化粧効果の鑑別方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、顔の見た目印象の決定部位の抽出方法、顔の見た目印象の決定因子の抽出方
法、顔の見た目印象の鑑別方法、顔印象解析装置、顔印象解析プログラム、顔の見た目印
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象の解析方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　人は、その外観や言動などの様々な要因によって、他者に対して多種多様な印象を与え
る。その中でも、視覚的な情報、特に顔の見た目は、その人の印象を決める非常に大きな
要因の一つであるといえる。
【０００３】
　そのため、人の顔の見た目の印象を客観的に推定する技術について研究がおこなわれて
いる。例えば、特許文献１には、被験者の顔面における測定対象部位の輝度を測定し、ヒ
ストグラムを生成して、そのヒストグラムの形状から、被験者の肌の状態を評価する技術
が公開されている。
【０００４】
　また、特許文献２には、被験者の顔画像を取得し、そこから空間周波数の強度を算出す
ることによって、被験者の年齢を推定する技術が公開されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１３１３３６号公報
【特許文献２】再表２０１１－１６２０５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　先述の通り、被験者の顔の見た目の印象を客観的に推定するためのパラメータについて
検討されてきたが、これらはいずれも被験者の顔をある角度から観測した際に得られたも
のに過ぎない。
【０００７】
　しかし、人の見た目の印象は、種々の因子によって形成されており、より正確な推定手
段が望まれていた。
【０００８】
　そこで、本発明では、顔の見た目印象への影響が大きい部位、顔の見た目印象と相関関
係が高い因子を抽出する方法、その因子に基づいて顔の見た目印象を鑑別する方法を提供
することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明に係る顔の見た目印象の決定部位の抽出方法は、
　互いに異なる複数の角度から評価対象の顔を撮影した複数の顔画像を評価者に提示し、
該評価者にそれぞれの前記顔画像から顔の見た目印象の評価をさせる目視評価工程と、
　前記顔画像を目視する前記評価者の視線データを解析し、それぞれの前記顔画像中にお
いて前記評価者が注視した領域の解析を行う視線解析工程と、を含むことを特徴とする。
【００１０】
　このように、それぞれの角度から顔を観察する場合に評価者が注視する領域の解析を行
うことにより、顔の見た目印象の判断に与える影響の大きい部位を観察角度毎に抽出する
ことができる。
【００１１】
　本発明の好ましい形態では、前記顔の見た目印象が年齢印象であることを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係る顔の見た目印象の決定因子の抽出方法は、
　互いに異なる複数の角度から評価対象の顔を撮影した複数の顔画像を解析し、角度依存
的に変化する前記顔の物理的特徴量、例えば光学的特徴量や形態的特徴量を測定する、物
理的特徴量測定工程と、
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　前記物理的特徴量の中から、顔の見た目印象と相関関係の高い因子を抽出する、因子抽
出工程と、を含むことを特徴とする。
【００１３】
　これにより、後述する顔の見た目印象の鑑別において用いる物理的特徴量を特定するこ
とができる。
【００１４】
　本発明の好ましい形態では、前記物理的特徴量測定工程が、前記顔画像より輝度値のヒ
ストグラムを算出するヒストグラム算出工程と、
　前記ヒストグラムより、歪度、尖度、最頻値の内の少なくとも１つに基づいた前記物理
的特徴量を算出するヒストグラム解析工程と、を有することを特徴とする。
【００１５】
　本発明の好ましい形態では、前記物理的特徴量測定工程が、前記顔画像に対してガボー
ルフィルタの適用を行うフィルタ処理工程と、
　ガボールフィルタの適用結果に含まれる波長及び／又は波の方向性より前記物理的特徴
量を算出するガボールフィルタ結果解析工程と、を有することを特徴とする。
【００１６】
　本発明に係る顔の見た目印象の決定因子の抽出方法は、
　評価対象の顔の物理的特徴量を測定する物理的特徴量測定工程と、
　複数の角度から見た場合のそれぞれの顔の見た目印象と、前記物理的特徴量との相関関
係の解析を行い、前記物理的特徴量の中から、所定の角度から見た顔の見た目印象と相関
関係の高い因子を抽出する因子抽出工程と、を備えることを特徴とする。
【００１７】
　本発明の好ましい形態では、前記物理的特徴量測定工程が、前記顔の３次元モデルを生
成する３次元モデル生成工程と、
　前記３次元モデルの相同モデル化を行う相同モデル化工程と、
　前記相同モデルの主成分分析を行い、前記物理的特徴量を算出する主成分分析工程と、
を有することを特徴とする。
【００１８】
　本発明の好ましい形態では、前記因子抽出工程における前記因子の抽出を、前記評価対
象の年齢層毎に行うことを特徴とする。
【００１９】
　本発明の好ましい形態では、顔の見た目印象の決定因子の抽出方法が、前記顔を目視評
価して顔の見た目印象の目視評価値を得る、目視評価値取得工程を有し、
　前記因子抽出工程が、前記物理的特徴量と前記目視評価値との相関関係を解析して前記
因子を抽出することを含むことを特徴とする。
　目視評価値を用いることによって、人が顔を目視した際に受ける印象と相関関係の高い
因子を特定することができる。
【００２０】
　本発明の好ましい形態では、顔の見た目印象の決定因子の抽出方法が、皮膚に関する生
理学的量を測定する、生理学的量測定工程を有し、
　前記因子抽出工程が、前記物理的特徴量と前記生理学的量との相関関係を解析して前記
因子を抽出することを含むことを特徴とする。
　生理学的量を用いることによって、実際に皮膚等の生体組織における生理学的現象と相
関関係の高い顔の見た目印象の決定因子を特定することができる。
【００２１】
　本発明の好ましい形態では、前記生理学的量が前記顔の皮膚表面物性及び／又は内部物
性であることを特徴とする。
【００２２】
　本発明の好ましい形態では、前記顔の見た目印象が年齢印象であることを特徴とする。
【００２３】
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　本発明に係る顔の見た目印象の鑑別方法は、
　角度依存的に変化する顔の物理的特徴量と顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被
験者の顔画像から測定した物理的特徴量より該被験者の顔の見た目印象を鑑別することを
特徴とする。
　角度依存的に変化する物理的特徴量と顔の見た目印象との相関関係を用いることによっ
て、他者に与える顔の見た目印象をより正確に鑑別することができる。
【００２４】
　本発明の好ましい形態では、前記物理的特徴量が、前記顔画像中の輝度、彩度、色相、
周波数特性の内の少なくとも１つに関する量を含むことを特徴とする。
【００２５】
　本発明の好ましい形態では、前記被験者についての前記物理的特徴量を、互いに異なる
角度から撮影した複数の顔画像から測定することを特徴とする。
【００２６】
　本発明に係る顔の見た目印象の鑑別方法は、
　顔の物理的特徴量と、所定の角度から見た顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被
験者の顔及び／又は顔画像から測定した物理的特徴量より該被験者の顔の見た目印象を鑑
別することを特徴とする。
　これにより、所定の角度から見た顔の見た目印象を、より正確に鑑別することができる
。
【００２７】
　本発明の好ましい形態では、前記物理的特徴量が、前記顔の立体形状に関する値を含む
ことを特徴とする。
【００２８】
　本発明の好ましい形態では、前記顔の見た目印象の鑑別が、前記物理的特徴量と顔の見
た目印象の目視評価値の相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的特徴量の測定
値から被験者の顔の見た目印象の目視評価値を算出することを含むことを特徴とする。
【００２９】
　本発明の好ましい形態では、前記顔の見た目印象の鑑別が、前記物理的特徴量と皮膚に
関する生理学的量の相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的特徴量の測定値か
ら被験者の前記生理学的量を算出することを含むことを特徴とする。
【００３０】
　本発明の好ましい形態では、前記顔の見た目印象が年齢印象であることを特徴とする。
【００３１】
　本発明の好ましい形態では、前記相関関係が、前記被験者の年齢層毎に異なることを特
徴とする。
【００３２】
　本発明に係る顔印象解析装置は、
　角度依存的に変化する顔の物理的特徴量と顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被
験者の顔の見た目印象を解析する、顔印象解析装置であって、
　顔画像を取得する顔画像取得手段と、
　前記顔画像より物理的特徴量を算出する物理的特徴量算出手段と、
　前記相関関係を記憶する相関関係記憶手段と、
　前記相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的特徴量より該被験者の顔の見た
目印象を解析する見た目印象解析手段と、を備えることを特徴とする。
　このような構成の装置とすることにより、本発明に係る顔の見た目印象の鑑別方法を実
施することができる。
【００３３】
　本発明の好ましい形態では、前記物理的特徴量が、前記顔画像中における輝度、彩度、
色相、周波数特性の内の少なくとも１つに関する量を含むことを特徴とする。
【００３４】
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　本発明の好ましい形態では、前記顔画像取得手段が、少なくとも２つのカメラによって
撮影された被験者の顔のステレオ画像より、被験者の顔の３次元モデルを生成する手段と
、前記３次元モデルの回転、あるいは前記３次元モデルを観測する視点の回転によって、
前記顔画像を取得する角度を変更する手段と、を有することを特徴とする。
　これにより、複数角度からの被験者の顔画像取得を、３次元モデルより行うことができ
、多数の顔画像を取得する際にも、被験者への負担を小さく抑えることができる。
【００３５】
　本発明の好ましい形態では、前記顔画像取得手段が、前記顔画像を取得する際に、前記
３次元モデルへ照射する擬似的な光源を設定する、擬似光源設定手段を有することを特徴
とする。
　これにより、取得角度の異なる複数の顔画像について、同様の照明条件とすることが容
易となり、照明条件によって光学的特徴量などの物理的特徴量へと与える影響を抑えるこ
とができる。また、照明の角度や照射方向などを任意に設定し、様々な環境下の顔を想定
した評価を行うことも可能となる。
【００３６】
　本発明に係る顔印象解析装置は、
　顔の物理的特徴量と、所定の角度から見た顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被
験者の顔の見た目印象を解析する、顔印象解析装置であって、
　前記顔の物理的特徴量を算出する物理的特徴量算出手段と、
　前記相関関係を記憶する相関関係記憶手段と、
　前記相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的特徴量より該被験者の顔の見た
目印象を解析する見た目印象解析手段と、を備えることを特徴とする。
【００３７】
　本発明の好ましい形態では、前記物理的特徴量が、前記顔の立体形状に関する値を含む
ことを特徴とする。
【００３８】
　本発明の好ましい形態では、前記顔の印象が年齢印象であることを特徴とする。
【００３９】
　本発明の好ましい形態では、前記相関関係が、前記被験者の年齢層毎に異なることを特
徴とする。
【００４０】
　本発明の好ましい形態では、前記相関関係記憶手段が、前記物理的特徴量と顔を目視評
価して得られた顔の見た目印象の目視評価値との相関関係を保持し、
　前記見た目印象解析手段が、前記物理的特徴量と前記顔の見た目印象の目視評価値との
相関関係に基づいて、被験者についての物理的特徴量より該被験者の見た目印象の目視評
価値を算出することを特徴とする。
【００４１】
　本発明の好ましい形態では、前記相関関係記憶手段が、前記物理的特徴量と皮膚に関す
る生理学的量との相関関係を保持し、
　前記見た目印象解析手段が、前記物理的特徴量と皮膚に関する生理学的量との相関関係
に基づいて、被験者についての物理的特徴量より該被験者の皮膚に関する生理学的量を算
出することを特徴とする。
【００４２】
　本発明の好ましい形態では、前記生理学的量が、被験者の顔の皮膚表面物性及び／又は
内部物性であることを特徴とする。
【００４３】
　本発明に係る顔印象解析プログラムは、
　角度依存的に変化する顔の物理的特徴量と顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被
験者の顔の見た目印象を解析する、顔印象解析プログラムであって、
　コンピュータを、
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　被験者についての前記物理的特徴量を抽出する手段と、
　前記相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的特徴量より該被験者の見た目印
象を鑑別する手段と、
　として機能させることを特徴とする。
【００４４】
　本発明に係る顔印象解析プログラムは、
　顔の物理的特徴量と、所定の角度から見た顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被
験者の顔の見た目印象を解析する、顔印象解析プログラムであって、
　コンピュータを、
　被験者についての前記物理的特徴量を抽出する手段と、
　前記相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的特徴量より該被験者の見た目印
象を鑑別する手段と、
　として機能させることを特徴とする。
【００４５】
　本発明に係る顔の見た目印象の解析方法は、
　被験者の顔画像に基づいて該被験者の顔の見た目印象を解析する、顔画像取得手段と、
物理的特徴量抽出手段と、相関関係記憶手段と、見た目印象解析手段と、を備える顔印象
解析装置を用いた顔の見た目印象の解析方法であって、
　前記顔画像取得手段が、前記顔画像を取得するステップと、
　前記物理的特徴量抽出手段が、前記顔画像より前記顔の物理的特徴量を抽出するステッ
プと、
　前記見た目印象解析手段が、前記相関関係記憶手段が保持する角度依存的に変化する顔
の物理的特徴量と顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的
特徴量より該被験者の顔の見た目印象の解析を行うステップと、を備えることを特徴とす
る。
【００４６】
　本発明に係る顔の見た目印象の解析方法は、
　被験者の顔画像に基づいて該被験者の顔の見た目印象を解析する、物理的特徴量抽出手
段と、相関関係記憶手段と、見た目印象解析手段と、を備える顔印象解析装置を用いた顔
の見た目印象の解析方法であって、
　前記物理的特徴量抽出手段が、前記顔の物理的特徴量を抽出するステップと、
　前記見た目印象解析手段が、前記相関関係記憶手段が保持する前記物理的特徴量と、所
定の角度から見た顔の見た目印象との相関関係に基づいて、被験者についての前記物理的
特徴量より該被験者の顔の見た目印象の解析を行うステップと、を備えることを特徴とす
る。
【００４７】
　本発明に係る化粧効果の鑑別方法は、
　顔の物理的特徴量を用いた顔の見た目印象の鑑別による化粧効果の鑑別方法であって、
　化粧前の顔の前記物理的特徴量を抽出する化粧前特徴量測定工程と、
　前記物理的特徴量と、所定の角度から見た顔の見た目の印象の目視評価値と、の相関関
係に基づいて、化粧前の目視評価値を算出する化粧前目視評価値算出工程と、
　化粧後の顔の前記物理的特徴量を抽出する化粧後特徴量測定工程と、
　前記相関関係に基づいて、化粧後の目視評価値を算出する化粧後目視評価値算出工程と
、
　前記化粧前の目視評価値と、前記化粧後の目視評価値と、を比較し、化粧効果を評価す
る化粧効果評価工程と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００４８】
　角度依存的に変化する因子と顔の見た目印象との相関関係を用いて顔の見た目印象を鑑
別することにより、顔の見た目印象をより正確に鑑別することができる。
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【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明に係る顔の見た目印象の決定因子の抽出方法を示すフローチャートである
。
【図２】本発明に係る顔印象解析装置の機能ブロック図である。
【図３】本発明に係る顔印象解析装置による顔の見た目印象の鑑別方法を示すフローチャ
ートである。
【図４】本発明に係る顔印象解析装置による目視評価値／生理学的量の算出処理を示すフ
ローチャートである。
【図５】目視評価値の取得に用いる顔画像の例を示す図である。（図面代用写真）
【図６】目視評価値の取得の際の評価者への顔画像の提示方法を示す図である。（図面代
用写真）
【図７】顔画像に対する目視評価値の集計結果を示す図である。
【図８】評価者の視線解析の集計に用いる顔画像上の領域分割を示す図である。（図面代
用写真）
【図９】顔画像に対する評価者の視線解析の集計結果を示す図である。
【図１０】６０歳代の評価対象の主成分分析結果と年齢印象の目視評価値の相関関係の解
析結果を示す図である。
【図１１】２０歳代の評価対象の主成分分析結果と年齢印象の目視評価値の相関関係の解
析結果を示す図である。
【図１２】２０歳代の評価対象の主成分分析結果と年齢印象の目視評価値の相関関係の解
析結果を示す図である。
【図１３】２０歳代の評価対象の主成分分析結果と年齢印象の目視評価値の相関関係の解
析結果を示す図である。
【図１４】２０歳代の評価対象の主成分分析結果と年齢印象の目視評価値の相関関係の解
析結果を示す図である。
【図１５】２０歳代の評価対象の主成分分析結果と年齢印象の目視評価値の相関関係の解
析結果を示す図である。
【図１６】３０歳代の評価対象の主成分分析結果と年齢印象の目視評価値の相関関係の解
析結果を示す図である。
【図１７】３０歳代の評価対象の主成分分析結果と年齢印象の目視評価値の相関関係の解
析結果を示す図である。
【図１８】３０歳代の評価対象の主成分分析結果と年齢印象の目視評価値の相関関係の解
析結果を示す図である。
【図１９】３０歳代の評価対象の主成分分析結果と年齢印象の目視評価値の相関関係の解
析結果を示す図である。
【図２０】４０歳代の評価対象の主成分分析結果と年齢印象の目視評価値の相関関係の解
析結果を示す図である。
【図２１】４０歳代の評価対象の主成分分析結果と年齢印象の目視評価値の相関関係の解
析結果を示す図である。
【図２２】５０歳代の評価対象の主成分分析結果と年齢印象の目視評価値の相関関係の解
析結果を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００５０】
　［１］本発明の顔の見た目印象の決定部位の抽出方法及び顔の見た目印象の決定因子の
抽出方法
　本発明は、互いに異なる角度より評価対象の顔を撮影した複数の顔画像の解析を行い、
角度依存的に変化する顔の物理的特徴量を測定して、その中から顔の見た目印象と相関関
係の高い因子を抽出する、顔の見た目印象の決定因子の抽出方法である。また、互いに異
なる角度より評価対象の顔を撮影した複数の顔画像の解析により、顔の物理的特徴量を測
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定して、その中から、所定の角度から見た顔の見た目印象と相関関係の高い因子を抽出す
る、顔の見た目印象の決定因子の抽出方法を含む。
【００５１】
　本発明にいう「顔の見た目印象」とは、評価対象の顔を他者が見た際に、視覚的に受け
る印象である。例えば、年齢印象について着目すれば、実年齢よりも若く見える、といっ
た若々しさや、あるいは老けて見える、といった老化印象などの印象が挙げられる。また
、他にも、評価対象を見た際に感じる魅力など、種々の印象が挙げられる。また、「角度
依存的に変化する顔の物理的特徴量」とは、すなわち、顔を観察する角度によって変化す
る物理的特徴量である。
【００５２】
　図１は、本発明の顔の見た目印象の決定因子の抽出方法を示すフローチャートである。
これを参照して、本発明の顔の見た目印象の決定因子の抽出方法について、詳細に説明す
る。
【００５３】
　＜顔画像の取得＞
　まず、ステップＳ１１において、評価対象の顔画像を取得する。ここでは、先に述べた
ように、互いに異なる角度より評価対象の顔を撮影した複数の顔画像を用いる。
【００５４】
　顔画像の取得は、評価対象の顔の角度を変えながら、あるいはカメラを移動しながら、
評価対象の顔画像を撮影することによって取得する。この際、複数の顔画像における照明
条件が同一となるように撮影を行うことが好ましい。
【００５５】
　あるいは、評価対象の顔の３次元モデルを作成し、そこから複数の顔画像を取得する構
成としてもよい。この場合には、まず、２つ以上のカメラによって評価対象の顔のステレ
オ画像の撮影を行い、そこから３次元モデルを作成する。そして、その３次元モデルを回
転しながら、あるいは３次元モデルを観測する視点を回転しながら、複数の角度からの評
価対象の顔画像の取得を行う。
【００５６】
　このように、３次元モデルを用いることにより、多くの顔画像の取得を行う場合におい
ても、実際に評価対象を撮影するのはステレオ画像を取得する一回のみでよいため、実際
に角度を変えながら評価対象の顔画像を撮影する方法と比較して、負担を軽減することが
できる。
【００５７】
　また、撮影角度の設定の面においても、３次元モデル、あるいは３次元モデルを観測す
る視点の回転を機械的に行うことができるため、評価対象の顔の角度やカメラの位置を変
更しながら撮影するよりも、意図した角度からの顔画像を容易に得ることができる。
【００５８】
　さらに、照明についても、３次元モデルへと擬似的な光源を照射することによって、そ
れぞれの角度から取得する評価対象の顔画像について、同一の照明条件とすることも容易
である。
【００５９】
　なお、評価対象の顔を実際に撮影することで得た画像、３次元モデルより得た画像のど
ちらの場合についても、それぞれの角度からの顔画像についての解析をより正確に行うた
めに、平均輝度の調整などの補正処理を行ってもよい。
【００６０】
　また、評価対象の顔が与える見た目印象をより正確に抽出するために、顔画像に写りこ
んだ髪や首などの部位の削除を行う補正や、顔の中でも特にその見た目印象に大きく影響
する部分を特定するために、顔画像より顔の任意の部位のみを抽出した画像とする補正な
どを行ってもよい。
【００６１】
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　＜顔画像の解析＞
　顔画像を取得した後に、ステップＳ１２においてその解析を行い、物理的特徴量の抽出
を行う。
【００６２】
　物理的特徴量としては、例えば、顔画像の輝度のヒストグラムのような、光学的特徴量
が挙げられる。具体的には、顔画像の各画素の有する輝度値の集計を行い、横軸を輝度値
、縦軸をその輝度値を持つ画素数としてグラフを描くことで、輝度値のヒストグラムを得
ることができる。さらに、ヒストグラムの歪度や尖度などの値を算出してもよい。
【００６３】
　なお、輝度のヒストグラムは、カラーの顔画像中のＲＧＢ成分のそれぞれについて求め
てもよいし、モノクロの顔画像の、あるいはカラーの顔画像にモノクロ化処理を行った顔
画像の輝度について求めてもよい。
【００６４】
　また、光学的特徴量の他の例としては、顔画像中に含まれる角度性因子に関する値が挙
げられる。具体的には、顔画像に任意の方向のガボールフィルタを適用すれば、顔画像中
に含まれる線の水平成分や垂直成分、斜方成分などを抽出することができる。さらに、ガ
ボールフィルタ適用後の画像の平均輝度や、輝度のヒストグラムなどを算出することによ
って、角度性因子の定量化を行うなどの手法がある。
【００６５】
　その他にも、顔画像の周波数特性の算出など、様々な光学的特徴量を抽出する構成とし
てもよい。
【００６６】
　また、光学的特徴量の他にも、顔画像中の各点についての三次元的もしくは二次元的な
位置に関する形態的特徴量など、種々の物理量を算出する構成としてもよい。
【００６７】
　形態的特徴量としては、より具体的には、評価対象の顔の立体形状に関するものが挙げ
られる。これは、例えば、先に述べたような評価対象の顔の３次元モデルの相同モデリン
グを行い、主成分分析を行うことによって得ることができる。このようにして得られる顔
の立体形状に関する物理量は、各顔画像のヒストグラムやガボールフィルタによる解析に
よって得られる光学的特徴量とは異なり、顔の観察角度によらないものである。
【００６８】
　また、例えば、物理的特徴量として光学的特徴量を用いず、形態的特徴量のみを用いる
、といった場合においては、ステップＳ１１における顔画像の取得に代えて、他の測定機
器によって評価対象の顔の立体形状の測定を行い、その測定結果を物理的特徴量として採
用するような構成としてもよい。
【００６９】
　＜目視評価値の取得＞
　ステップＳ１３では、顔画像に対する目視評価値の取得を行う。これは、ステップＳ１
１で取得した顔画像を、評価者へと提示し、評価者がその顔画像より受けた印象を評価す
ることによって行う。
【００７０】
　例えば、顔の見た目印象のうち、年齢印象の決定因子の抽出を目的とする場合であれば
、それぞれ取得角度の異なる複数の顔画像を評価者へと提示し、その中で若く見える顔画
像と、老けて見える顔画像の選択を求めるなどの方法がある。また、別の例として、魅力
に関する顔の見た目印象の決定因子の抽出を目的とするのであれば、年齢印象の場合と同
様にそれぞれ取得角度の異なる複数の顔画像を評価者へと提示した後に、その中で最も魅
力的に感じた顔画像の選択を求める方法が挙げられる。このようにして得た目視評価値は
、評価対象の顔の見た目印象を直接示す値であるといえる。
【００７１】
　なお、顔画像を評価者へと提示する際には、評価者の視線情報を取得し、評価者が評価
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対象の顔のどの領域に何回、何秒間視線を滞留させたかといった情報を取得する。
【００７２】
　＜印象決定部位の抽出＞
　ステップＳ１３における目視評価値の取得の後には、顔画像を評価者へと提示した際の
、評価者の視線情報を解析し、印象決定部位の抽出を行う。
【００７３】
　ある印象の評価を課した評価者が顔画像を観測する際に、多くの回数、また、長時間視
線を滞留させた領域は、意識的、無意識的に関わらず、評価者がその印象を判断する際に
注視する領域、すなわち、その印象の決定部位を含んでいるといえる。
【００７４】
　例えば、顔画像に表示された対象の推定年齢の回答を求めることを評価者へ伝え、顔画
像を提示した際に、評価者の視線が多くの回数、長時間滞留した領域は、年齢印象の決定
部位を含んでいる。
【００７５】
　ここでは、上記のように、目視評価の際に評価者の視線が多く滞留した領域とその周辺
を、その見た目印象の決定部位として抽出する。
【００７６】
　なお、ステップＳ１３において評価者へと提示した取得角度の異なる複数の顔画像のそ
れぞれについて、評価者の視線情報の解析を行い、それぞれの角度から観察した場合の見
た目印象の決定部位の抽出を行うことが好ましい。
【００７７】
　＜生理学的量の測定＞
　ステップＳ１４では、評価対象の顔の皮膚に関する生理学的量の測定を行う。
　皮膚に関する生理学的量としては、皮膚表面物性及び／又は内部物性、皮膚組織の組成
等が挙げられ、顔の見た目印象と相関のあることが知られているものを用いることができ
る。例えば、顔の見た目印象が年齢印象である場合には、老化への関与メカニズムが明ら
かにされている皮膚に関する生理学的量を用いることができる。このような生理学的量と
して、皮膚表面の物性、例えば皮膚表面粗さ、角層表皮の物性、例えば角層水分量、真皮
の物性、例えばコラーゲン線維束量や構造、脂肪層の物性、例えば脂肪体の位置、大きさ
など、乳頭層もしくは乳頭層の物性、例えば、乳頭構造の単位面積あたりの個数、高さな
どが挙げられる。前記生理学的量は、好ましくは、前記印象決定部位の生理学的量である
。
　生理学的量の測定は、従来知られている方法により行うことができる。本発明では、非
侵襲的方法（手術を伴わない方法）により行う場合に限定される。
【００７８】
　ステップＳ１１～Ｓ１４の各工程は、次の相関関係の解析を行うのに十分な、複数の異
なる顔を対象として行う。
【００７９】
　＜見た目印象決定因子の抽出＞
　ステップＳ１５では、ステップＳ１２において顔画像より取得した物理的特徴量より、
顔の見た目印象の決定因子の抽出を行う。
【００８０】
　ここでは、ステップＳ１２で取得した物理的特徴量と、ステップＳ１３で取得した目視
評価値、又はステップＳ１４で測定した生理学的量との相関関係の解析を行い、物理的特
徴量の中で、目視評価値又は生理学的量を決定する因子となるものを抽出する。
【００８１】
　例えば、目視評価値の異なる評価対象の、それぞれ異なる角度から取得した２つの顔画
像を比較し、それらの顔画像からそれぞれ取得した物理的特徴量の中で、２つの顔画像に
おいて差異があるものは、目視評価値との相関関係を有することが予測される。そして、
さらに別の角度からの顔画像についても同様の比較を行うことで、目視評価値と相関関係
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を持ち、見た目印象の決定因子となっている物理的特徴量、そしてその物理的特徴量と目
視評価値との相関関係を明らかにすることができる。
　相関関係の解析は、従来知られている方法を用いて行うことができる。
【００８２】
　また、同一の評価対象の顔について、それぞれ異なる角度からの顔画像に対する目視評
価値を比較した場合に差異があれば、それは、所定の角度から顔を見た際にその見た目印
象に相関する因子があると考えることができる。そこで、所定の角度から見た顔の見た目
印象の目視評価値と、先に説明した顔の立体形状のように、角度に依存しての変化のない
物理的特徴量との相関関係を解析することも有効である。
【００８３】
　同様に、顔画像から得られた物理的特徴量と皮膚に関する生理学的量との相関関係を解
析することにより、皮膚に関する生理学的量と相関の高い物理的特徴量を決定することが
できる。当該生理学的量について、顔の見た目印象に関与することが知られていれば、顔
の見た目の印象の決定因子であると推定できる。
【００８４】
　以上のように、本発明によれば、互いに異なる角度より取得した複数の顔画像より物理
的特徴量を抽出し、それらを解析することによって、顔の見た目印象の決定因子を抽出す
ることができる。
【００８５】
　なお、目視評価値の取得及び物理的特徴量との相関関係の解析と、生理学的量の測定及
び物理的特徴量との相関関係の解析は、それら両方を行ってもよいし、必要に応じてどち
らか一方のみを行ってもよい。また、さらに異なる評価値や量を用い、それと角度の異な
る複数の顔画像より抽出した物理的特徴量との相関関係の解析を行ってもよい。
【００８６】
　また、顔の見た目印象の決定因子の抽出を、例えば２０歳代、３０歳代、４０歳代、と
いったように、評価対象の年齢層毎に行ってもよい。このように、年齢層毎の解析を行え
ば、物理的特徴量と見た目印象との間の相関関係の解析を、より詳細に行うことができる
。
【００８７】
　［２］本発明の顔の見た目印象の鑑別方法及び顔印象解析装置
　本発明は、被験者の顔画像を取得し、それを解析することによって物理的特徴量を算出
して、被験者の顔の見た目印象を鑑別する方法、及び顔の見た目印象を鑑別する顔印象解
析装置である。
【００８８】
　図２に機能ブロック図を示すように、本発明に係る顔印象解析装置は、顔画像取得手段
１と、物理的特徴量算出手段２と、相関関係記憶手段３と、目視評価値算出手段４と、生
理学的量算出手段５と、を備える。
【００８９】
　顔画像取得手段１は、さらに、ステレオ画像取得手段１１と、３次元モデル生成手段１
２、及び３次元モデル回転手段１３を有する。
【００９０】
　相関関係記憶手段３は、顔の見た目印象の決定因子の抽出の過程において、物理的特徴
量と目視評価値とを解析して得られた相関関係を示す式や、物理的特徴量と生理学的量と
を解析して得られた相関関係を示す式などの情報を保持する。
【００９１】
　なお、本発明に係る顔印象解析装置は、演算装置と、主記憶装置と、補助記憶装置と、
各種の入出力装置と、を備える、汎用的なコンピュータ装置を用い、その補助記憶装置に
、コンピュータ装置を先述した各手段として機能させるための顔印象解析プログラムを記
憶させることで実現する。そして、該コンピュータ装置を顔印象解析装置として機能させ
る際には、顔印象解析プログラムを必要に応じて主記憶装置上に展開し、演算装置による
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処理を行う。
【００９２】
　また、顔画像取得手段１としてカメラ装置を用い、それによって得た顔画像を物理的特
徴量算出手段２へと受け渡す構成や、相関関係記憶手段３を汎用的なサーバ装置によって
実現する構成など、任意の複数機器を、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂ
ｕｓ）接続や記録メディアを用いたデータの受け渡し、インターネットやＬＡＮ（Ｌｏｃ
ａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）などのネットワーク経由での通信を可能に構成しても
よい。
【００９３】
　＜顔画像の取得＞
　図３は、顔印象解析装置による、被験者の顔の見た目印象の鑑別方法を示すフローチャ
ートである。まず、ステップＳ２１において、顔画像取得手段１を用いて被験者の顔画像
を取得する。
【００９４】
　ここでは、顔の見た目印象の決定因子が強く表れる角度より被験者の顔画像を取得する
ことが好ましい。また、顔の見た目印象の決定因子の抽出方法における顔画像取得工程と
同様、被験者の顔の角度を変えながら、あるいはカメラを移動しながら、被験者の顔を複
数回撮影し、複数の顔画像を取得してもよい。
【００９５】
　また、被験者の顔の３次元モデルを作成し、そこから一枚、あるいは複数の顔画像を取
得してもよい。この場合には、ステレオ画像取得手段１１を用いて被験者の顔を２つ以上
のカメラによって撮影したステレオ画像を取得し、３次元モデル生成手段１２を用いて３
次元モデルを作成する。そして、３次元モデル回転手段１３を用いてその３次元モデルに
回転処理を行うことによって被験者の顔を観測する角度を設定し、顔画像を取得する。
【００９６】
　このように、３次元モデルを用いる構成とした場合には、顔画像の取得角度を容易に設
定できるほか、さらに３次元モデルへと擬似的な光源を照射することによって、様々な照
明状況下を想定した被験者の顔画像を取得することもできる。
【００９７】
　＜物理的特徴量の算出＞
　そして、ステップＳ２２において、物理的特徴量算出手段２を用いて、ステップＳ２１
で取得した顔画像より物理的特徴量の算出を行う。ここでは特に、先述した顔の見た目印
象の決定因子の抽出方法によって、顔の見た目印象の決定因子として抽出された物理的特
徴量の算出を行う。
【００９８】
　例えば、顔の見た目印象の決定因子の抽出において算出したように、顔画像の輝度のヒ
ストグラムや、ガボールフィルタを用いた角度性因子の抽出などの光学的特徴量の抽出や
、形態的特徴量などの抽出を行う。
【００９９】
　形態的特徴量として、顔の３次元モデルの立体形状を用いる場合には、予め顔の３次元
モデル群を用意しておき、それらとの相同モデリングを行い、主成分分析を行う。
【０１００】
　また、例えば、物理的特徴量として光学的特徴量を用いず、形態的特徴量のみを用いる
、といった場合においては、ステップＳ２１における顔画像の取得に代えて、他の測定機
器によって評価対象の顔の立体形状の測定を行い、ステップＳ２２で、その測定結果から
物理的特徴量を算出するような構成としてもよい。
【０１０１】
　＜顔の見た目印象の解析＞
　ステップＳ２３では、ステップＳ１２で算出した物理的特徴量より、顔の見た目印象の
解析を行う。それにより、被験者の顔の見た目印象の目視評価値と、被験者の顔の皮膚に
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関する生理学的量のうちの、少なくとも１つの算出を行う。
【０１０２】
　図４（ａ）は、目視評価値算出手段４による目視評価値の算出処理を示すフローチャー
トである。まず、ステップＳ３１で、相関関係記憶手段３より、物理的特徴量と目視評価
値との相関関係データを取得する。なお、ここで、相関関係データとして、被験者の年齢
層毎のデータを用意しておき、それを用いてもよい。
【０１０３】
　そして、ステップＳ３２において、ステップＳ２２で取得した物理的特徴量と、ステッ
プＳ３１で取得した相関関係データとに基づいて、目視評価値の算出を行う。算出された
目視評価値から、被験者の顔の見た目印象の鑑別を行うことができる。
【０１０４】
　図４（ｂ）は、生理学的量算出手段５による生理学的量の算出処理を示すフローチャー
トである。こちらについても、上述の目視評価値の算出処理と同様の処理であり、まずス
テップＳ４１で、相関関係記憶手段３より、物理的特徴量と生理学的量との相関関係デー
タを取得する。
【０１０５】
　そして、ステップＳ４２において、ステップＳ２２で取得した物理的特徴量と、ステッ
プＳ４１で取得した相関関係データとに基づいて、生理学的量の算出を行う。算出された
生理学的量から、被験者の顔の見た目印象の鑑別を行うことができる。
【０１０６】
　以上のように、物理的特徴量と目視評価値又は生理学的量との相関関係に基づいて、被
験者の顔画像から抽出した物理的特徴量より目視評価値及び／又は生理学的量を算出し、
被験者の顔の見た目印象の鑑別を行うことができる。
【０１０７】
　なお、ステレオ画像取得手段１１、３次元モデル生成手段１２、及び３次元モデル回転
手段１３を用いれば、上述したように、一つ、あるいは複数の任意の角度からの被験者の
顔画像を容易に取得することができるが、ステレオ画像取得手段１１は一般的な単眼カメ
ラなどと比較して高価である。そのため、ステレオ画像取得手段１１を省略し、一般的な
単眼カメラなどを顔画像取得手段１として備え、被験者の顔画像を取得する構成としても
よい。このような構成とすることにより、顔印象解析装置を低コストに実現することがで
きる。
【０１０８】
　また、本発明に係る顔の見た目印象の鑑別方法及び顔印象解析装置の利用方法として、
化粧効果の鑑別方法が挙げられる。これはすなわち、被験者の化粧前の顔の画像を用いて
行った見た目印象の解析結果と、被験者の化粧後の顔の画像を用いて行った見た目印象の
解析とを比較することにより、化粧が見た目印象へ及ぼした効果を鑑別するものである。
【０１０９】
　以下に、見た目の年齢印象の目視評価値の取得、印象決定部位の抽出、及び物理的特徴
量の測定についての実施例を挙げて、本発明について更に詳細に説明を加えるが、本発明
がこの実施例にのみ限定されないことは言うまでもない。
【実施例】
【０１１０】
　［１］目視評価値の取得
　＜顔画像の取得＞
　２０歳代から６０歳代の各年齢層につき５６人ずつ、合計２８０人の評価対象について
、ステレオカメラを用いて撮影した顔のステレオ画像より、評価対象の顔の３次元モデル
を作成した。なお、ここで、髪や耳、首などの部分は除去し、評価対象の顔面のみを表す
３次元モデルとした。
【０１１１】
　そして、３次元モデルを回転し、日常生活において他人の顔を見る際に頻出する６つの
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角度を設定して、顔画像を作成した。図５に、（ａ）～（ｇ）の７つの顔画像を例示する
。
【０１１２】
　図５（ａ）は、評価対象の顔を真正面より見た場合の顔画像である。この状態の３次元
モデルに対して、それぞれ異なる回転処理を行い、図５（ｂ）～（ｇ）の角度付きの顔画
像を取得した。図５（ｂ）は、垂直方向に回転軸をとって３次元モデルを回転して取得し
たものであり、評価対象の顔を右４５度の角度から見た場合の顔画像である。図５（ｃ）
は、水平方向に回転軸をとって３次元モデルを回転して取得したものであり、評価対象の
顔を正面上側から見下ろした場合の顔画像である。図５（ｄ）は、水平方向に回転軸をと
って３次元モデルを回転して取得したものであり、対象の顔を正面下側から見上げた場合
の顔画像である。図５（ｅ）は、図５（ｂ）と図５（ｄ）の両方の回転を３次元モデルに
加えたものであり、評価対象の顔を右斜め下方より見上げた顔画像である。図５（ｆ）は
、図５（ｂ）と図５（ｃ）の両方の回転を３次元モデルに加えたものであり、評価対象の
顔を右斜め上方より見下ろした顔画像である。そして、図５（ｇ）は、垂直方向に回転軸
をとって３次元モデルを回転して取得したものであり、評価対象の顔を右９０度の角度か
ら見た場合の顔画像である。
【０１１３】
　＜目視評価値の取得＞
　上記の通り３次元モデルより取得した評価対象の顔画像を、モニターを用いて１１２人
の評価者へと提示し、顔の見た目の年齢印象の目視評価値の取得を行った。評価者への顔
画像の提示の際には、視線解析装置を用いて、評価者の視線が顔画像のどの領域に何回、
何秒間滞留するかの解析を行った。図６に、評価者への顔画像の提示方法の模式図を示す
。
【０１１４】
　まず、モニターに図６（ａ）に示すように、この後に２つの画像を表示することと、そ
して、それらを見てどちらの画像の方が年齢が高く見えるかの回答を求める指示とを提示
した。
【０１１５】
　次いで、図６（ｂ）に示すように、画面中央へ固視点とする記号を表示し、評価者へと
それを見るように促した後、図６（ｃ）に示すように、図５（ａ）のような評価対象の顔
を真正面から見た場合の顔画像を提示した。このように固視点を表示した後に顔画像を表
示することで、それぞれの顔画像を提示する際の評価者の視線の初期位置を同一として、
評価者の視線解析をより正確に行うことができる。
【０１１６】
　一定時間経過後に、図６（ｄ）に示すように、再度図６（ｂ）と同様の固視点を表示し
た後、図６（ｅ）に示すように、図５（ｂ）～（ｇ）のような正面以外から評価対象の顔
を見た場合の顔画像のうちの１つを表示した。そして、図６（ｃ）で表示した正面からの
顔画像と、図６（ｅ）で表示した角度付きの顔画像との、どちらの方が評価対象の年齢が
高く見えたかの回答を得た。
【０１１７】
　図７に、各評価対象の顔画像に対して、１１２人の評価者より取得した目視評価値の集
計結果を示す。これは、図５（ｂ）～（ｇ）のそれぞれの角度付きの顔画像について、真
正面から見た顔画像よりも老けて見えると回答された割合を示したものである。すなわち
、縦軸が、評価者が受けた年齢印象を表す指数となっており、この値が大きければ、その
角度から見た顔画像の年齢印象は正面の顔よりも高く、値が小さければ、その角度から見
た顔画像の年齢印象は正面の顔よりも低いといえる。
【０１１８】
　この集計結果によれば、正面の顔の印象に比べ年齢印象が低かったのは、図５（ｄ）の
ような、評価対象の顔を下方より見た場合の顔画像であった。
【０１１９】
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　この結果より、図５（ｂ）、（ｄ）、（ｅ）、（ｆ）、（ｇ）のような角度のついた顔
画像は、真正面からの顔画像と異なる物理的特徴量を有し、それが評価者の感じる年齢印
象へと影響を及ぼしていること、すなわち、角度依存的に変化する物理的特徴量の中に、
見た目の年齢印象の決定因子となっているものが存在することが推察される。
【０１２０】
　［２］印象決定部位の抽出
　ここでは、先に説明したように、図５に示した、正面（ａ）、右４５度（ｂ）、上側（
ｃ）、下側（ｄ）、右下（ｅ）、右上（ｆ）、右９０度（ｇ）の７つの角度から評価対象
の顔を見た場合のそれぞれの顔画像を提示した際に、視線解析装置によって取得した評価
者の視線情報の解析を行った。
【０１２１】
　図８は、視線解析結果の集計のために、図５に示した７つの角度からの顔画像のそれぞ
れについて設定した、目元の領域Ｌ１、鼻の領域Ｌ２、口元の領域Ｌ３、目の周囲の領域
Ｌ４、頬の領域Ｌ５、額の領域Ｌ６の６つの領域を示す図である。
【０１２２】
　これらのＬ１～Ｌ６の各領域への評価者の視線の停留時間の測定を行い、集計した結果
を図９に示す。これを見ると、図５（ａ）に示した正面からの顔画像については、評価者
の視線は目元の領域Ｌ１への視線の停留時間が長いのに対し、その他の角度からの顔画像
については、頬の領域Ｌ５への視線の停留時間が長い、という結果が得られた。
【０１２３】
　この結果から、評価対象の顔を正面以外の角度から見る場合において、頬部位が年齢印
象の判断に重要な領域であることが示唆された。
【０１２４】
　［３］物理的特徴量の測定
　先に説明したように、図５（ａ）～（ｇ）に示したような７角度の顔画像についての年
齢印象の目視評価値を取得した、２０歳代から６０歳代の各年齢層につき５６人ずつ、合
計２８０人の評価対象について、顔の立体形状を表す３次元モデルを作成した。そして、
物理的特徴量の測定処理として、年齢層毎に相同モデリングと主成分分析を行い、観察角
度毎の年齢印象の目視評価値と主成分分析によって得られた主成分得点との相関関係を解
析した。
【０１２５】
　図１０に、６０歳代の評価対象について、主成分分析によって得られた第９主成分と、
図５（ａ）～（ｇ）の各角度から見た場合の年齢印象の目視評価値との関係を示す。図１
０（ａ）に、年齢印象の目視評価値と、第９主成分との相関係数を示す。
【０１２６】
　図１０（ｂ）は、縦軸を正面（図５（ａ））から顔を見た場合の年齢印象の目視評価値
、横軸を第９主成分の主成分得点として、目視評価値と主成分得点との関係を示す図であ
る。これを見ると、正面から見た場合の年齢印象の目視評価値と第９主成分との相関は弱
いと言える。図１０（ａ）に示す相関係数も０．１７９と低い値となっている。また、図
１０（ｃ）は、第９主成分の主成分得点が低い場合の顔の３次元モデルを、図１０（ｄ）
は、第９主成分の主成分得点が高い場合の顔の３次元モデルを正面から見た場合の画像を
それぞれ示している。
【０１２７】
　図１０（ｅ）は、縦軸を右４５度の角度（図５（ｂ）から顔を見た場合の年齢印象の目
視評価値、横軸を第９主成分の主成分得点として、目視評価値と主成分得点との関係を示
す図である。これを見ると、第９主成分の主成分得点が高い場合に、目視評価値が低くな
っている傾向が読み取れる。図１０（ａ）に示す相関係数も、－０．４９０と、正面から
見た場合よりも大きな絶対値を持っている。図１０（ｆ）は、第９主成分の主成分得点が
低い場合の顔の３次元モデルを、図１０（ｇ）は、第９主成分の主成分得点が高い場合の
顔の３次元モデルを右４５度の角度から見た場合の画像をそれぞれ示している。図１０（
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ｃ）、（ｄ）に示した正面から見た場合と比較すると、主成分得点が低い場合には頬の起
伏の激しさが、主成分得点が高い場合には、頬が張った印象が、より強く感じられるもの
となっている。
【０１２８】
　これより、６０歳代の評価対象について、顔の三次元モデルを右４５度の角度から観察
した場合、あるいは、顔を右４５の角度から撮影した顔画像の解析を行い、頬の起伏に関
する値を抽出することで、年齢印象の鑑別を行うことができるものと考えられる。
【０１２９】
　図１０（ｈ）は、縦軸を下側（図５（ｄ））から顔を見た場合の年齢印象の目視評価値
、横軸を第９主成分の主成分得点として、目視評価値と主成分得点との関係を示す図であ
る。これを見ると、上記の右４５度の角度から見た場合と同様、第９主成分の主成分得点
が高い場合に、目視評価値が低くなっている傾向が読み取れる。図１０（ａ）に示す相関
係数も、－０．２８８と、正面から見た場合よりも大きな絶対値を持っている。図１０（
ｉ）は、第９主成分の主成分得点が低い場合の顔の３次元モデルを、図１０（ｊ）は、第
９主成分の主成分得点が高い場合の顔の３次元モデルを下側から見た場合の画像をそれぞ
れ示している。図１０（ｃ）、（ｄ）に示した正面から見た場合と比較すると、図１０（
ｆ）、（ｇ）と同様、主成分得点が低い場合には頬の起伏の激しさが、主成分得点が高い
場合には、頬が張った印象が、より強く感じられるものとなっている。
【０１３０】
　これより、６０歳代の評価対象について、顔の三次元モデルを下側から観察した場合、
あるいは、顔を下側から撮影した顔画像の解析を行い、頬の起伏に関する値を抽出するこ
とが、年齢印象の鑑別に有効であると考えられる。
【０１３１】
　上記のように、６０歳代の評価対象について、顔を正面から観察した場合には得られず
、右４５度の角度や下側などから観察した場合に得られる、年齢印象の決定因子が存在す
ることが考察できる。
【０１３２】
　図１０に示した６０歳代の場合と同様に、各年齢層について、年齢印象の目視評価値と
の間に相関関係が見られた主成分と、それに伴う顔の見た目について、以下に示す。
【０１３３】
　図１１（ａ）は、２０歳代の評価対象の第８主成分得点と、図５（ｆ）に示した角度か
らの年齢印象の目視評価値との対応を示すグラフである。ここに示すように２０歳代の評
価対象については、第８主成分得点が高いほど、推定年齢が高くなるという結果が得られ
た。また、第８主成分得点の平均から－３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１１（ｂ）
に、＋３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１１（ｃ）に示す。これらを見ると、主成分
得点が高い場合に、眉骨、頬骨の大きさが大きく、頬がこけて見える様子が見受けられる
。
【０１３４】
　図１２（ａ）は、２０歳代の評価対象の第６主成分得点と、図５（ｃ）に示した角度か
らの年齢印象の目視評価値との対応を示すグラフである。ここに示すように２０歳代の評
価対象については、第６主成分得点が高いほど、推定年齢が高くなるという結果が得られ
た。また、第６主成分得点の平均から－３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１２（ｂ）
に、＋３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１２（ｃ）に示す。これらを見ると、主成分
得点が高い場合に、顔のほりが深く、鼻、口が前方へ突出して見える様子が見受けられる
。
【０１３５】
　図１３（ａ）は、２０歳代の評価対象の第９主成分得点と、図５（ｅ）に示した角度か
らの年齢印象の目視評価値との対応を示すグラフである。ここに示すように２０歳代の評
価対象については、第９主成分得点が低いほど、推定年齢が高くなるという結果が得られ
た。また、第９主成分得点の平均から－３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１６（ｂ）
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に、＋３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１６（ｃ）に示す。これらを見ると、主成分
得点が低い場合には、鼻よりも口が前方へ突出して、主成分得点が高い場合には、口より
も鼻が前方へ突出して見える様子が見受けられる。
【０１３６】
　図１４（ａ）は、２０歳代の評価対象の第３主成分得点と、図５（ｄ）に示した角度か
らの年齢印象の目視評価値との対応を示すグラフである。ここに示すように２０歳代の評
価対象については、第３主成分得点が低いほど、推定年齢が高くなるという結果が得られ
た。また、第３主成分得点の平均から－３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１４（ｂ）
に、＋３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１４（ｃ）に示す。これらを見ると、主成分
得点が低い場合には、顎の位置が口よりも後方に、主成分得点が高い場合には、顎の位置
が口よりも前方に位置して見える様子が見受けられる。
【０１３７】
　図１５（ａ）は、２０歳代の評価対象の第１０主成分得点と、図５（ｂ）に示した角度
からの年齢印象の目視評価値との対応を示すグラフである。ここに示すように２０歳代の
評価対象については、第１０主成分得点が高いほど、推定年齢が高くなるという結果が得
られた。また、第１０主成分得点の平均から－３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１５
（ｂ）に、＋３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１５（ｃ）に示す。これらを見ると、
主成分得点が低い場合は、鼻は低く顎は大きく、主成分得点が高い場合には、鼻は高く顎
は小さく見える様子が見受けられる。
【０１３８】
　以上より、２０歳代の評価対象について、顔を右上から観察した場合の頬のこけの様子
、顔を上から観察した場合の顔のほりの深さ、顔を右下から観察した場合の口と鼻の前後
の位置関係、顔を下から観察した場合の顎と口の前後の位置関係などの解析を行うことに
より、年齢印象の鑑別ができる可能性が示唆された。
【０１３９】
　図１６（ａ）は、３０歳代の評価対象の第１主成分得点と、図５（ｂ）に示した角度か
らの年齢印象の目視評価値との対応を示すグラフである。ここに示すように３０歳代の評
価対象については、第１主成分得点が高いほど、推定年齢が高くなるという結果が得られ
た。また、第１主成分得点の平均から－３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１６（ｂ）
に、＋３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１６（ｃ）に示す。これらを見ると、主成分
得点が低い場合よりも高い場合の方が、顔の大きさが大きく見える様子が見受けられる。
【０１４０】
　図１７（ａ）は、３０歳代の評価対象の第４主成分得点と、図５（ｂ）に示した角度か
らの年齢印象の目視評価値との対応を示すグラフである。ここに示すように３０歳代の評
価対象については、第４主成分得点が低いほど、推定年齢が高くなるという結果が得られ
た。また、第４主成分得点の平均から－３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１７（ｂ）
に、＋３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１７（ｃ）に示す。これらを見ると、主成分
得点の大小により、顎の大きさの差異が大きく見える様子が見受けられる。
【０１４１】
　図１８（ａ）は、３０歳代の評価対象の第１主成分得点と、図５（ｃ）に示した角度か
らの年齢印象の目視評価値との対応を示すグラフである。ここに示すように３０歳代の評
価対象については、第１主成分得点が高いほど、推定年齢が高くなるという結果が得られ
た。また、第１主成分得点の平均から－３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１８（ｂ）
に、＋３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１８（ｃ）に示す。これらを見ると、主成分
得点が低い場合よりも高い場合の方が、顔の大きさが大きく見える様子が見受けられる。
【０１４２】
　図１９（ａ）は、３０歳代の評価対象の第９主成分得点と、図５（ｄ）に示した角度か
らの年齢印象の目視評価値との対応を示すグラフである。ここに示すように３０歳代の評
価対象については、第９主成分得点が低いほど、推定年齢が高くなるという結果が得られ
た。また、第９主成分得点の平均から－３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１９（ｂ）
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に、＋３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図１９（ｃ）に示す。これらを見ると、主成分
得点の大小により、頬の形状に特に大きな差異が現れる様子が見受けられる。
【０１４３】
　以上より、３０歳代の評価対象について、顔を右４５度の角度から観察した場合の顔の
大きさ、同じく顔を右４５度の角度から観察した場合の顎の大きさ、顔を上側から観察し
た場合の顔の大きさ、顔を下側から観察した場合の頬の形状などの解析を行うことにより
、年齢印象の鑑別ができる可能性が示唆された。
【０１４４】
　図２０（ａ）は、４０歳代の評価対象の第５主成分得点と、図５（ｅ）に示した角度か
らの年齢印象の目視評価値との対応を示すグラフである。ここに示すように４０歳代の評
価対象については、第５主成分得点が低いほど、推定年齢が高くなるという結果が得られ
た。また、第５主成分得点の平均から－３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図２０（ｂ）
に、＋３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図２０（ｃ）に示す。これらを見ると、主成分
得点が高い場合に、顔が長く見える様子が見受けられる。
【０１４５】
　図２１（ａ）は、４０歳代の評価対象の第２主成分得点と、図５（ｃ）に示した角度か
らの年齢印象の目視評価値との対応を示すグラフである。ここに示すように４０歳代の評
価対象については、第２主成分得点が低いほど、推定年齢が高くなるという結果が得られ
た。また、第２主成分得点の平均から－３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図２１（ｂ）
に、＋３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図２１（ｃ）に示す。これらを見ると、主成分
得点が高い場合に、顔のほりが深く見える様子が見受けられる。
【０１４６】
　以上より、４０歳代の評価対象について、顔を右下から観察した場合の顔の長さ、顔を
上側から観察した場合の顔のほりの深さなどの解析を行うことにより、年齢印象の鑑別を
できる可能性が示唆された。
【０１４７】
　図２２（ａ）は、５０歳代の評価対象の第４主成分得点と、図５（ｄ）に示した角度か
らの年齢印象の目視評価値との対応を示すグラフである。ここに示すように５０歳代の評
価対象については、第４主成分得点が高いほど、推定年齢が高くなるという結果が得られ
た。また、第４主成分得点の平均から－３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図２２（ｂ）
に、＋３ＳＤ方向へ変形させた場合の顔を図２２（ｃ）に示す。これらを見ると、主成分
得点が低い場合には、顎の位置が口よりも前方に、主成分得点が高い場合には、顎の位置
が口よりも後方に位置して見える様子が見受けられる。
【０１４８】
　これより、５０歳代の評価対象について、顔を下側から観察した場合の顎の位置などの
解析を行うことにより、年齢印象の鑑別ができる可能性が示唆された。
【０１４９】
　なお、本実施例においては、左右方向については、図５に示した右４５度（ｂ）、右下
（ｅ）、右上（ｆ）、右９０度（ｇ）のように、右側から顔を観察した場合の顔画像を用
いたが、左側から顔を観察した場合においても同様の結果が得られるものと考えられる。
したがって、本発明に係る年齢印象の鑑別は、左右方向についてはどちら側から顔を観察
した場合の顔画像を用いても、同様に行うことができる。
【０１５０】
　このように、同一の立体形状を持つ顔であっても、それを見る角度によって年齢印象の
目視評価値は異なり、そして特定の角度から見た場合に年齢印象との相関関係を示す因子
の存在が示唆された。このような因子を用いることで、年齢層毎の、また、顔を観察する
角度毎の、詳細な年齢印象の鑑別を行うことができると考えられる。
【産業上の利用可能性】
【０１５１】
　本発明は、化粧品販売、カウンセリング、エステティック等の場面で、顧客の見た目の
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年齢印象等を簡便かつ正確に鑑別することなどに利用できる。
【符号の説明】
【０１５２】
１　顔画像取得手段
１１　ステレオ画像取得手段
１２　３次元モデル生成手段
１３　３次元モデル回転手段
２　物理的特徴量算出手段
３　相関関係記憶手段
４　目視評価値算出手段
５　生理学的量算出手段
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